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今 月 の 表 紙
晴天の 5 月 29 日、この日は只見
小学校の運動会。大勢の観客が
応援の声を響かせる校庭。特に
その声が大きくなると同時に、
全校児童や先生に緊張感が漂う

「騎馬戦」。5・6 年生の紅組と白
組の騎馬が真っ向勝負。その迫
力に誰もが圧倒されていた。
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本
事
業
で
は
、
只
見
町
の
簡
易
水

道
事
業
5
件
、専
用
水
道
事
業
2
件
、

給
水
施
設
2
件
の
計
9
件
の
水
道
事

業
を
一
元
化
さ
せ
、
経
営
基
盤
の
強

化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

そ
の
中
で
只
見
町
全
体
の
維
持
管

理
の
効
率
化
や
安
定
し
た
水
の
供
給

の
た
め
黒
谷
簡
易
水
道
の
水
源
の
移

設
や
配
水
池
の
設
置
な
ど
を
計
画

し
、
今
年
度
、
本
事
業
に
着
手
し
ま

し
た
。

　

黒
谷
簡
易
水
道
は
昭
和
30
年
に
創

設
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
農

業
集
落
排
水
施
設
、
合
併
処
理
浄
化

槽
の
整
備
が
90
％
以
上
進
ん
で
お

り
、
そ
れ
に
伴
い
水
道
の
使
用
量
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は

只
見
中
学
校
や
朝
日
診
療
所
の
新
設

な
ど
、
以
前
よ
り
さ
ら
に
町
の
重
要

施
設
が
集
約
し
設
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
、
安
定
し
た
水
の
供
給
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

既
設
の
井
戸
（
浅
井
戸
）
は
付
近

の
消
雪
用
井
戸
な
ど
の
影
響
に
よ
り

冬
期
間
に
水
位
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
本
事
業
で
は
、
よ
り
安
定

し
た
水
の
供
給
の
た
め
に
水
源
を
移

設
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
現
在
の

維
持
管
理
が
複
雑
で
給
水
で
き
な
く

な
る
要
因
が
多
い
ポ
ン
プ
直
送
方
式

か
ら
、
新
た
に
配
水
池
を
設
け
た
自

然
流
下
方
式
に
変
更
し
、
よ
り
安
定

し
た
水
の
供
給
を
図
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
環
境
基
盤
の
向
上
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

　

お
も
な
計
画
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
計
画
目
標
年
次　

平
成
24
年
度

▽
計
画
給
水
人
口　

１
，
５
２
０
人

▽
1
人
1
日
当
り
最
大
計
画
給
水
量

　

０
．
６
１
２
㎥
／
日

▽
１
人
１
日
当
り
平
均
計
画
給
水
量

　

０
．
４
５
８
㎥
／
日

只
見
統
合
簡
易
水
道
事
業（
黒
谷
地
区
）が
ス
タ
ー
ト

　

黒
谷
簡
易
水
道
の
水
源
施
設
が
、
現
在
の
場
所
か
ら
、
黒
谷
川
上
流
部
の

黒
谷
字
黒
下
地
内
に
移
設
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
配
水
池
も
新
た
に
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
安
全
・
安
心
・
安
定
し
た
上
水
道
の
供
給
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
町
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
機
能
充
実
と
生
活
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
、
今
年
度
、
こ
の
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
水
源
施
設
の

概
要
は

▽
限
界
揚
水
量　

１
８
９
０
㎥
／
日

▽
計
画
取
水
量　
　

９
３
０
㎥
／
日

▽
浄
水
設
備　

塩
素
滅
菌
器

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
使
用
い
た
だ
け
る
水

を
、
安
定
し
て
供
給
で
き
る
施
設
と

し
て
整
備
い
た
し
ま
す
。

基
本
方
針

黒
谷
浄
水
場
の
概
要

2

▲黒谷浄水場が設置される水源地での試掘状況
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黒 谷 第 １ 水 源 （ 既 設 ）

黒谷第２水源（新設）

黒谷配水池（新設）

只見統合簡易水道事業（黒谷地区　給水区域）

施 設 別 工  種  別 数 量 工 期
水 源 施 設 井戸ピット築造工 1 式 平成 23 年

ポンプ設備工 2 台 〃
浄 水 施 設 管理棟築造工 1 棟 平成 23 年

浄水設備工 1 式 〃
敷地造成工 1 式 〃
電気計装設備 1 式 〃
場内配管工 1 式 〃
門柵工  60m 〃

送 水 施 設 送水管布設工 200m 平成 23 年
送配水管布設工 800m 平成 24 年

配 水 施 設 配水池築造工 1 式 平成 24 年
敷地造成工 1 式 〃
量水器ピット築造工 1 式 〃
電気計装設備 1 式 〃
場内配管工 1 式 〃
配水管布設工φ100 200m 〃
配水管布設工φ75 200m 〃
門柵工  80m 〃

財  源  別  内  訳 総 額 22年度 23年度 24年度
総 事 業 費 223,337 23,343 56,723 143,271

国庫補助対象事業費 199,230 20,859 41,122 137,249

国 庫 補 助 額 66,409 6,953 13,707 45,749

県 費 補 助 額 0 0 0 0

市町村負担額 121 6 15 100

起 債 額 132,700 13,900 27,400 91,400

そ の 他 0 0 0 0

そ の 他 単
独 事 業 費

24,107 2,484 15,601 6,022

用 地 取 得 費 473 473 0 0

うち国庫補助額 0 0 0 0

補 償 費 0 0 0 0

うち国庫補助額 0 0 0 0

■ 施設整備計画 【単位：千円】■ 財政計画

●平成 24 年度までの計画です。
● 3 年間の総事業費は 2 億 2 千 3 百万円となっています。
●平成 22 年 6 月現在の確定額です。

●平成 22 年度は、浄水場、配水池、送・配水管
　路の測量・調査・設計を実施します。
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65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
で
、
町
県
民
税
（
個
人
住
民
税
）
を

納
め
て
い
る
方
に
お
知
ら
せ
で
す
。

　
平
成
22
年
10
月
か
ら
、
町
県
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落

と
し
（
特
別
徴
収
制
度
）
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
年
金
受
給
者
の
方
が
年
金
を
受
け
取
っ
て
か
ら
役
場
や
金
融

機
関
な
ど
で
納
税
し
て
い
た
町
県
民
税
を
、
年
金
の
支
払
い
を
す

る
年
金
保
険
者
（
厚
生
労
働
省
な
ど
）
が
公
的
年
金
か
ら
引
き
落

と
し
て
直
接
町
に
納
入
す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
納
税
の
手
間
が

省
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る

町
県
民
税
の
特
別
徴
収
制
度
は
、
年

金
の
支
払
い
を
す
る
年
金
保
険
者

（
厚
生
労
働
省
な
ど
）
が
町
県
民
税

を
公
的
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
、
直

接
、
町
に
納
め
る
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
65
歳
以
上
の
公
的

年
金
受
給
者
で
町
県
民
税
の
納
税
義

務
の
あ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

問
ど
の
よ
う
な
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
か
？

答
こ
の
特
別
徴
収
制
度
の
対
象
と
な

る
方
は
、
4
月
1
日
現
在
65
歳
以

上
の
公
的
年
金
の
受
給
者
で
、
前

年
中
の
年
金
所
得
に
か
か
る
町
県

民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
方
で
す
。

　
　

た
だ
し
、「
介
護
保
険
料
の
特

別
徴
収
対
象
と
な
ら
な
い
方
」
や

「
そ
の
年
度
の
町
県
民
税
の
特
別

徴
収
税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
等
の

額
を
超
え
る
方
」
な
ど
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

問
す
べ
て
の
年
金
が
引
き
落
と
し
の

対
象
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

答
老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60
年

以
前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
、

退
職
年
金
な
ど
が
引
き
落
と
し
の

対
象
と
な
る
年
金
で
す
。
障
が
い

年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税

の
年
金
か
ら
は
町
県
民
税
の
引
き

落
と
し
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
給
与
所
得
に
か
か
る
町
県
民
税
額

も
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
と
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

答
引
き
落
と
し
さ
れ
る
の
は
、
年
金

所
得
に
か
か
る
町
県
民
税
額
の
み

で
す
。
給
与
所
得
な
ど
、
年
金
所

得
以
外
の
所
得
に
か
か
る
町
県
民

税
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
従
来
ど

お
り
の
方
法
で
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

● これまでは

● 平成 22 年 10 月からは

厚生労働省など
（年金保険者）

町県民税

役場
金融機関など 只見町

只見町

年金受給者

年金受給者

平成22年10月から、町県民税の
年金からの引き落としが始まります

＜普通徴収＞

＜特別徴収＞

年4回、納税者が自ら役場・金融機関などの窓口へ出向き納税していました

年金保険者が年金から住民税を引き落としし、町へ直接納入します

町県民税

厚生労働省など
（年金保険者）



5

これまでの納め方

平成 22 年度の納め方

「詳しくは、町民生活課税務班☎ 82 － 5110 にお問い合わせください。」

平成 23 年度以降の納め方

　特別徴収制度は、年金受給者の方が直接市町村に納めていただく方法から、年金保険者が本人に代わっ
て直接町に納入する方法に変更するものであり、新たな税負担が生じるものではありません。

　この制度の導入によって、年金受給者で町県民税の納税義務のある方の納税の手間が省かれるととも
に、町の事務が効率的になります。

　年金からの町県民税の引き落としは、平成 22 年 10 月支給分の年金から始まります。平成 22 年度の町
県民税の税額の半分は、年度の前半（6月、8月）にこれまでどおり納付書で納めていただきます。

　対象となる方には、町が送付する納税通知書によって、引き落とし（特別徴収）される税額をお知ら
せします。平成 22 年度の納税通知書は 6月 10 日頃お送りしております。

＊年間税額の四分の一ずつ納付書で納めていただいていました。

＊6月と8月は年間税額の四分の一ずつをこれまでどおり納付書で納めていただきます。10月、12
月、2月は年間税額の六分の一ずつ年金から引き落としします。

＊4月、6月、8月は、前年度の2月分の税額と同額を年金から引き落とします。（仮徴収）
＊10月、12月、2月は、公的年金等の所得に係る年間税額から仮徴収税額（4月、6月、8月分）を差し
引いた額の三分の一ずつを引き落とします。（本徴収）

納付書で納める（普通徴収）
月 6 月 8 月 11 月 1 月
税額 1,500 円 1,500 円 1,500 円 1,500 円

算出方法 1/4 1/4 1/4 1/4

納付書で納める（普通徴収） 年金から引き落とし（特別徴収）
月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月
税額 1,500 円 1,500 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円
算出方法 1/4 1/4 1/6 1/6 1/6

年金から引き落とし（特別徴収）
月 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月
税額 1,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円 1,000 円
算出方法 前年度 2 月と同じ額 23 年度の年間税額の残りの 1/3 ずつ

●新たな税負担が生じるものではありません●

●引き落としの開始は平成22年10月支給分の年金から●

≪【例】町県民税の年間税額が6,000円（年金所得のみ）の場合の納め方については下のとおりです≫
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5
月
7
日
に
、
た
だ
み
・
ブ
ナ
と

川
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
、
只
見
町
ブ

ナ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
河
野
昭
一
ブ
ナ
セ
ン

タ
ー
館
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続

い
て
久
保
副
町
長
よ
り
運
営
委
員
へ

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
長
と
副
会
長
が
選
出
さ
れ
、

会
長
に
目
黒
邦
友
さ
ん
（
只
見
）、

副
会
長
に
古
川
勝
久
さ
ん
（
長
浜
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
次
に
、
平
成
21

年
度
の
事
業
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い

て
の
平
成
22
年
度
事
業
計
画
で
は
毎

月
行
わ
れ
る
只
見
の
自
然
講
座
や
年

4
回
開
か
れ
る
自
然
観
察
会
な
ど
の

内
容
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
年
間
計
画

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
ブ

ナ
を
核
と
し
た
各
種
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
生
が
有
意
義
な
放
課

後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、各
地
区
で「
こ

ど
も
教
室
」
が
今
年
度
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。只
見
で
は
5
月
10
日
に
、

明
和
で
は
11
日
に
、
朝
日
で
は
13
日

に
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
校
式
で
は
、
参
加
児
童
と
ス

タ
ッ
フ
の
顔
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
自

己
紹
介
も
元
気
に
は
っ
き
り
と
で
き

ま
し
た
。
初
め
て
参
加
し
た
1
年
生

も
最
初
は
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た

が
、
次
第
に
慣
れ
み
ん
な
と
仲
良
く

活
動
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
取
り
入
れ
な

が
ら
楽
し
く
充
実
し
た
時
間
を
児
童

と
過
ご
せ
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

　

こ
ど
も
教
室
の
実
施
日
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
た
だ
み
こ
ど
も
教
室

　

毎
週
月
曜
日

　

午
後
3
時
～
午
後
5
時

▽
あ
さ
ひ
こ
ど
も
教
室

　

毎
週
木
曜
日

　

午
後
3
時
～
午
後
5
時

▽
め
い
わ
こ
ど
も
教
室

　

毎
週
火
曜
日

　

午
後
3
時
～
午
後
5
時

只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

各地区こども教室スタート

運
営
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

ニュース&フラッシュ

〜 学年を問わず楽しく交流 〜

♪ ♪ ♪♪ ♪♬♬

▶
委
嘱
状
を
受
け
る
竹
内
学
関
東
森
林
管
理

局
会
津
森
林
管
理
署
南
会
津
支
署
長

▲あいさつをする河野ブナセンター館長

め

た

あわ

み

ひい

だ

さ
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NEWS&FLASH
　

快
晴
と
い
う
絶
好
の
天
候
の
な

か
、
新
潟
県
魚
沼
市
の
道
の
駅
「
い

り
ひ
ろ
せ
」
を
会
場
に
、5
月
8
日
、

国
道
２
５
２
号
六
十
里
越
雪
わ
り
街

道
再
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
魚
沼
市
六
十
里

越
雪
わ
り
街
道
を
愛
す
る
会
の
大
塚

桂
三
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
続

い
て
の
祝
辞
で
目
黒
町
長
は
「
こ
の

街
道
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
新
潟
県
と

も
っ
と
深
い
絆
を
築
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
あ
る
価
値
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
交
流
の
発
展
を
祈
念

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
華
や
か
に
行
わ
れ
、
只
見

町
か
ら
も
目
黒
町
長
や
五
十
嵐
拓
議

会
議
長
な
ど
が
参
列
し
ま
し
た
。
会

場
で
は
、
魚
沼
市
の
郷
土
芸
能
「
鬼

面
獅
子
山
太
鼓
」
の
披
露
や
特
産
品

な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
わ
れ
、

観
光
客
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
9
日
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

国
道
２
５
２
号
六
十
里
越
雪
わ
り

街
道
再
開
通
式

地
域
交
流
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い

　

5
月
9
日
、
非
常
時
の
消
防
活
動

を
迅
速
に
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
只

見
町
消
防
団
の
非
常
招
集
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
5
時
30
分
の
サ
イ
レ
ン
広
報

で
町
内
す
べ
て
の
分
団
に
出
動
要
請

が
出
さ
れ
、
出
火
場
所
に
想
定
さ

れ
た
町
下
運
動
広
場
に
集
合
し
ま

し
た
。
今
回
の
訓
練
に
は
団
員
98

名
、
ポ
ン
プ
車
3
台
、
消
防
積
載
車

9
台
、
消
防
軽
ト
ラ
3
台
が
出
動
し

ま
し
た
。
訓
練
会
場
で
は
到
着
順
に

水
利
か
ら
火
点
ま
で
の
ホ
ー
ス
の
連

結
作
業
と
同
時
に
ポ
ン
プ
操
作
を
行

い
、
伝
令
と
と
も
に
放
水
さ
れ
、
一

連
の
消
火
訓
練
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
鈴
木
好
行
消
防
団

長
か
ら
「
火
災
の
時
は
、
い
ち
早
く

的
確
な
判
断
と
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
初
期
消
火
、
人
命
救
助
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
れ
、
予
防
消
防
と
日

ご
ろ
の
訓
練
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
」
と
訓
示
が
あ
り
ま

し
た
。
出
動
し
た
消
防
団
員
は
機
械

器
具
の
操
作
な
ど
を
再
確
認
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

消
防
団
非
常
招
集
訓
練

迅
速
な
消
火
活
動
と
意
識
高
揚
を

　ただみ・ブナと川のミュージアム再オー
プン記念事業として、元ＮＨＫアナウンサー
の加賀美幸子さんによる朗読＆講演会が 5
月 16 日に、町下町民体育館で行われ、約
200 名が聴講しました。第 1 部では、只見
町在住の石津伸介さんが作られたオリジナ
ル物語「森男と夢の木」を朗読、入場者は
物語の世界に引き込まれている様子でした。
　第 2部は「こころを動かす言葉」と題し
講演され、言葉が人に与える無限の力など
について経験談も交え分かりやすく丁寧な
言葉で話されました。
　加賀美幸子さんは現在もアナウンサーと
して活躍。また、ただみ・ブナと川のミュー
ジアムの館内ナレーターも担当されていま
す。

加賀美幸子アナウンサー
朗読＆講演会

▲再開通を祝いテープカットする関係者

NEWS&FLASH

▲非常時を想定し訓練をする消防団員

▲「森男と夢の木」を朗読する加賀美アナウンサー
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小学校春季大運動会

ニュース&フラッシュ

『風っこ会津只見号』『SL 会津只見新緑号』

青空のもと気合の入った応援合戦

新緑のなか春の臨時列車運行

　さわやかな春の青空が広がるなか、5月
15 日に明和小学校で、22 日に朝日小学校
で、29 日には只見小学校で、運動会が行
われました。
　今年は全小学校ともに晴天となり、会場
には大勢の保護者や家族の方が詰めかけ、
児童の熱戦に大きな声で応援したり、ビデ
オカメラを向け一生懸命に撮影するお父さ
んの姿が多く、児童の応援の声も一緒にな
り、どの運動会も最高の盛り上がりを見せ
ました。
　只見小学校の栗木孝直教頭先生は、閉会
式の講評で「今まで積み重ねてきた練習の
日々が大切。雨の日も寒い日も頑張って毎
日練習してきた自分に拍手してください。
集団行動のルールを覚えたり、体力もつき
ました。みんなで頑張ったすばらしい運動
会でした」と述べました。各小学校ともに
感動を与える運動会でした。

　5月のさわやかな青空とまぶしい新緑のな
か、今年も満員列車が只見駅に到着しました。
　1 日から 5 日の五日間運行されたのは、
レトロな客席が特徴の「風っこ会津只見
号」、そして、22 日と 23 日の二日間運行さ
れたのは、C11 型蒸気機関車の「SL 会津
只見新緑号」で、今年も満員の大人気列車
となりました。
　只見駅では、列車をバックに記念撮影す
る人や駅前広場の特設テントで行われた物
産販売で山菜などを買い求めたり、お昼を
食べたりする人など、思い思いの時間を過
ごし、只見の春を満喫していました。また、
SL が到着した日は、かわいらしい 3 人の
一日駅長が笑顔で「いらっしゃいませ」と
歓迎の言葉をかけ、乗客を迎えていました。
　この企画は秋にも行われる予定ですが只
見線の活性化には欠かせないイベントとな
りました。

あなたのからだ元気ですか？
～毎年健康診査を受けましょう～

保健師　菅野　聖子

NEWS&FLASH

▼明和小学校

▲只見小学校

▲ 5 月 22 日 ▲ 5 月 23 日

き　

つ　
　

は
る
か 

さ
ん
（
右
）

ば　

ば　

こ
う
だ
い 

く
ん
（
中
）

さ
か
い　

だ
い
す
け 

く
ん
（
左
）

わ
か
ば
や
し　

ゆ
う 

さ
ん
（
右
）

う　

の　
　

こ
は
る 

さ
ん
（
中
）

さ
と
う　

ひ
ろ
た
か 

く
ん
（
左
）

▲朝日小学校
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あなたのからだ元気ですか？
～毎年健康診査を受けましょう～

　

五
臓
六
腑
（
ご
ぞ
う
ろ
っ
ぷ
）
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

伝
統
中
国
医
学
に
お
い
て
人
間
の
内

臓
全
体
を
言
い
表
す
と
き
に
用
い
ら

れ
た
こ
と
ば
で
「
五
臓
」
と
は
、
肝
・

心
・
脾
・
肺
・
腎
を
指
す
言
葉
で
す
。「
六

腑
」
と
は
、
胆
・
小
腸
・
胃
・
大
腸
・

膀
胱
・
三
焦
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
自
分
自
身
の
臓
器
の
健
康
状
態
を

確
か
め
る
の
が
ま
さ
し
く
健
康
診
査

で
す
。
健
康
診
査
に
は
様
々
な
種
類

が
あ
り
ま
す
。（
次
の
と
お
り
ま
と
め

て
み
ま
し
た
）

【
健
診
の
種
類
】

①
特
定
健
診
（
従
来
の
基
本
健
診
が

各
医
療
保
険
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
も
の
）

②
結
核
健
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
と
精
密
検
査
で
は
痰
の
検
査
も

あ
り
ま
す
）

③
肺
が
ん
健
診

④
大
腸
が
ん
健
診

⑤
胃
が
ん
健
診
（
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
、

胃
カ
メ
ラ
）

⑥
前
立
腺
が
ん
検
査
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
い
う

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
を
調
べ
る
も
の
で
す
）

⑦
子
宮
が
ん
健
診
（
細
胞
レ
ベ
ル
で

の
検
査
で
す
の
で
早
期
の
発
見
が

可
能
で
す
）

⑧
乳
が
ん
健
診
（
が
ん
の
中
で
唯
一

自
分
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

が
ん
で
す
）

⑨
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
（
超
音
波
ま

た
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
行
わ
れ

る
検
査
で
す
）

⑩
頸
部
エ
コ
ー
検
査
（
首
か
ら
脳
へ

い
く
太
い
血
管
の
厚
み
を
調
べ
脳

卒
中
な
ど
の
早
期
予
防
を
図
る
検

査
で
す
）

　

そ
の
他
に
も
、
様
々
な
健
診
が
あ

り
ま
す
が
、
近
年
は
「
が
ん
」
も
生

活
習
慣
病
と
い
わ
れ
て
お
り
、
若
く

て
も
「
が
ん
」
に
な
ら
な
い
と
い
う

保
障
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各

市
町
村
で
定
め
ら
れ
た
年
齢
に
な
っ

た
ら
、
毎
年
必
ず
検
診
を
受
け
て
自

分
の
健
康
を
確
認
す
る
た
め
に
健
診

は
必
要
で
す
。「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

い
う
安
易
な
安
心
は
非
常
に
危
険
で

す
。
病
気
は
、
早
期
発
見
早
期
治
療

が
非
常
に
重
要
で
す
。
自
分
の
体
の

不
調
は
自
分
が
一
番
知
っ
て
い
る
こ

と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣

病
の
場
合
、「
無
症
状
の
ま
ま
」
徐
々

に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
、
町
の
保
健
師
は
総
合
健
診
が

終
わ
り
、
結
果
を
説
明
す
る
た
め

に
多
く
の
方
と
面
接
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
保
健
指
導
は
平
成
20
年
度

よ
り
施
行
さ
れ
た
「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い

て
、
各
医
療
保
険
者
が
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
2
年
間
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
お
会
い
し
て
、
日
常
生
活
の
パ
タ
ー

ン
や
実
際
の
改
善
の
努
力
状
況
を
お

伺
い
し
て
い
る
と
、
皆
さ
ん
は
自
分

の
生
活
習
慣
で
何
が
悪
い
か
と
い
う

と
こ
ろ
、
健
診
結
果
の
項
目
で
結
果

が
悪
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対

処
し
た
ら
よ
い
か
を
大
体
知
っ
て
お

ら
れ
る
も
の
の
、「
じ
ゃ
あ
具
体
的
に

自
分
の
体
に
合
わ
せ
た
場
合
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
」
と
い
う
と
こ

ろ
で
な
か
な
か
改
善
に
繋
が
ら
な
い

と
い
う
こ
と
が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と

分
か
り
ま
し
た
。
健
診
結
果
の
デ
ー

タ
を
改
善
し
た
い
け
れ
ど
も
、「
継
続

で
き
な
い
」「
無
理
」
と
思
っ
て
い
る

方
が
多
い
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
ま
さ

し
く
悩
み
所
で
す
。
し
か
し
、
40
歳

以
上
に
な
る
と
、
新
陳
代
謝
が
低
下

し
て
し
ま
う
の
で
、
や
は
り
食
事
制

限
だ
け
で
は
全
く
体
重
が
落
ち
な
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
食
べ
た

も
の
が
消
費
で
き
る
場
所
は
「
筋
肉
」

だ
け
で
す
か
ら
、
軽
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
や
散
歩
、
自
転
車
で
の
移
動
な
ど

は
大
き
な
太
も
も
の
筋
肉
を
使
う
の

で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
に
は

非
常
に
効
果
的
な
運
動
と
い
え
ま
す
。

今
年
の
健
診
結
果
が
届
い
た
ら
、
ま

ず
自
分
の
生
活
習
慣
を
思
い
起
こ
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
と
元
気
で

生
活
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
隠
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

も
し
、
健
診
結
果
で
分
か
り
づ
ら
い

こ
と
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、

様
々
な
疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
保
健
師
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
は
、
介
護
予
防

に
も
つ
な
が
る
活
動
で
す
。
ぜ
ひ
も

う
一
度
、
自
分
と
家
族
の
生
活
習
慣

を
見
つ
め
な
お
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

保健師　菅野　聖子

健康のためには
①運動（軽いウォーキング、自転車、ストレッチ体操）
②食事（塩分、たんぱく質の過剰摂取を控える、野菜中心）
③休養（1日7時間はぐっすり眠る）

こんにち
は !

保健師
です

9
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　5月16日に第21回只見町民ハイキングが五月晴れの
もと、只見青少年旅行村のトレッキングロードで行わ
れ、80人の参加者は木漏れ日のなか、マキノスミレ、
カタクリ、ユキツバキ、キクザイチリン草などの可憐
な花を見たり、ブナの若葉のなか自然ガイドの説明を
受けながら、森林散策を楽しみました。最後にトン汁
のサービスでお昼を食べました。

さ 　わやかな青空のもと澄んだ空気を深呼吸
第21回只見町民ハイキング

　朝日婦人会（横山圭子会長）では、5月16日に朝日
地区センターの館内清掃をボランティアで行いまし
た。清掃作業には会員14名が参加、クレンザーで床の
汚れを落とし、モップでのワックスがけをされました。
この作業は全館で行われ、終了後の床は見違えるほど
明るく輝いていました。入館者も気持ち良く利用され
ることでしょう。

朝 　日地区センターの床がピカピカに
朝日婦人会清掃ボランティア

▲新緑の只見を満喫した参加者

▲お忙しい中ありがとうございました

▲田子倉ダムで思い出のワンショット

▼ちょっと寒かったけど元気な笑顔でポーズ

　5月14日は、只見保育所の遠足の日。待ちに待った
保育所児34名のみんなは、お父さんやお母さんと元気
にバスに乗り、保育所を出発。田子倉ダムを散策した
あと、町下町民体育館に移動し親子で対戦ゲームなど
をして遊びました。最後はみんなでお弁当を食べ、親
子のふれあいを深めました。忘れられない思い出の一
日になったことでしょう。

お 　父さん、お母さんと楽しい一日
春の遠足
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根本和夫さん役場本庁訪問

　5月11日、郡山市在住の「根本和夫さん」が交通安
全を願い役場本庁を訪れました。根本さんは会社の休
日を利用し、県内28の全警察署と40ヵ所以上の市町村
を交通安全を祈願し徒歩で巡っているとのこと。根本
さんは平成16年1月に脳梗塞で倒れましたが後遺症を
乗り越え、他人のために何かできればと考え、この活
動を始められました。計画では県内全市町村を訪問さ
れるそうです。

田 　んぼの役割を学び、生き物を調べよう
水の郷ウォークin梁取

　梁取集落保全会と只見町土地改良区の主催で5月30
日に「水の郷ウォークin梁取」が行われ、約120名が
参加しました。参加者は梁取農村公園を出発し、歩き
ながら成法寺などを見学、城下堰ではカッパ伝説の話
を聞いたり、集落排水処理施設の説明を受けた後は、
田んぼに生息する魚や水生昆虫などを実際に捕まえな
がら田んぼの貴重な水環境と重要な役割について楽し
く学んでいました。

　4月28日に只見原集会施設で「原っぱ・お楽しみ会」
が行われました。集まった皆さんは原地区にお住まい
の80歳以上の方で、定期的に交流会を開いては、大き
な声で歌ったり、郷土料理などを作って食べながら、
陽気に楽しくおしゃべりして過ごしているとのこと。
皆さんとても元気で80歳を越えているとは思えない
若々しい笑顔でした。

楽 　しく歌って食べて交流会
原っぱ・お楽しみ会

　昨年行われた、平成21年度「高松宮賜杯第53回全日
本軟式野球（Ⅰ部）福島県大会会津地区予選」におい
て只見球友クラブが見事、優勝し県大会へ出場しまし
た。同大会の会津大会で只見町のチームが優勝するの
は初の快挙。東日本選手権福島県大会は4月18日に福
島市の飯坂球場で行われ、いわき信用金庫クラブと対
戦、0対2で惜しくも敗戦しましたが今シーズンの活躍
が期待されます。

東　
日本選手権福島県大会に出場！
只見球友クラブ

▲水田を利用した池で生き物を捕まえる参加者

▲交通安全を願って役場を訪れた根本和夫さん（右）

▲今春ユニホームも一新、気合の入るメンバー

▲元気で長生きの秘訣は楽しい交流会

交 　通安全を願って県内を行脚

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５2１０　Fax 82−2１１7
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も
う
6
月
に
な
り
ま
し
た
ね
。
１
年

も
半
分
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
の
今
年
の
予
定
は
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す
か
？
さ
て
、
今
回
で

す
が
、
健
診
を
し
て
い
ま
す
と
湿
疹
や

ア
ト
ピ
ー
の
お
子
さ
ん
を
見
か
け
る
こ

と
が
多
い
た
め
、
各
種
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
記
載
の
あ
る
一
般
的
な
ス
キ
ン
ケ
ア

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

皮
膚
の
特
に
外
側
に
あ
る
表
皮
（
角

層
）
に
は
、水
分
を
保
持
す
る
機
能
と
、

外
か
ら
の
微
生
物
や
ゴ
ミ
か
ら
身
を
守

る
バ
リ
ア
ー
機
能
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
に
異
常
が
起
こ
る
と
、
湿
疹
や
皮
膚

炎
の
病
気
と
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
。
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
で
も
こ
れ

ら
の
水
分
保
持
機
能
と
バ
リ
ア
ー
機
能

に
障
害
が
あ
り
痒
み
や
湿
疹
等
の
症
状

が
で
て
い
る
の
で
す
。

　

ア
ト
ピ
ー
の
症
状
の
な
い
皮
膚
に
も

1
日
2
回
（
朝
、
入
浴
後
な
ど
）
の
保

湿
剤
、
保
護
剤
の
外
用
は
痒
み
や
湿
疹

の
予
防
に
つ
な
が
る
た
め
継
続
し
習
慣

と
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
普
段
の
生
活
で
の
注
意
点

は
2
つ
あ
り
ま
す
。
1
つ
目
は
入
浴
で

の
注
意
で
す
。
入
浴
す
る
お
湯
は
微
温

湯
も
し
く
は
水
が
よ
く
、
2
日
に
1
回

程
度
に
回
数
も
減
ら
し
た
ほ
う
が
い
い

で
す
。
こ
れ
は
熱
い
湯
で
入
浴
し
た
後

は
皮
膚
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り
水
分
が

減
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
水
道
水
に
含

ま
れ
る
塩
素
が
皮
膚
に
と
っ
て
刺
激
物

質
で
あ
る
た
め
熱
い
お
湯
で
の
入
浴
は

避
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

し
か
し
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
方

の
皮
膚
は
バ
リ
ア
ー
機
能
も
傷
害
さ
れ

て
い
て
微
生
物
や
汚
れ
に
も
弱
い
た

め
、
皮
膚
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
も
重
要

で
す
。
た
だ
し
、
石
鹸
も
多
量
に
使
う

と
、
石
鹸
自
体
が
刺
激
物
で
あ
る
た
め

湿
疹
を
ひ
ど
く
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
石
鹸
の
使
用
は
で
き
る
限
り
少
量

に
と
ど
め
、
香
り
の
つ
い
て
い
な
い
も

の
が
好
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
浴
後
は
、
柔
ら
か
い
繊
維
の
タ
オ
ル

で
擦
ら
な
い
で
、
軽
く
叩
く
よ
う
に
水
分

を
ふ
き
取
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

2
つ
目
の
普
段
で
の
注
意
点
と
し
て

は
、
刺
激
物
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
汗
な
ど
や
荒
い
繊
維
の
衣
類
な
ど

も
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の

ほ
か
に
、
特
に
乳
児
期
以
降
で
は
環
境

ア
レ
ル
ゲ
ン
で
あ
る
ダ
ニ
や
ハ
ウ
ス
ダ
ス

ト
な
ど
が
皮
膚
の
症
状
の
悪
化
を
招
く

こ
と
が
疑
わ
れ
て
い
る
た
め
、
室
内
や

寝
具
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
も
重
要
と
思

わ
れ
ま
す
。
刺
激
を
避
け
る
と
い
う
意

味
で
爪
を
短
く
切
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

最
後
に
患
者
さ
ん
へ
の
情
報
源
と
な

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
、
書

籍
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
本
皮
膚
科
学
会
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（h
ttp
://w

w
w
.d
erm

atol.
or.jp/m

edical/guideline/
pdf/114020135j.pdf

）

▽
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（http://w
w
w
.allergy.go.jp/

allergy/guideline/03/index.
htm
l

）

▽
書
籍
「
専
門
医
が
や
さ
し
く
語
る
ア

ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
（
暮
ら
し
の
手
帖

社
出
版
）」

広
報
た
だ
み
診
療
所

朝
日
診
療
所
　
医
師
　
髙
栁
　
宏
史

「
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
」

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
私
は
友

人
二
人
と
ベ
ト
ナ
ム
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
学
校
で
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

つ
い
て
学
ん
だ
と
き
か
ら
ず
っ
と
、

行
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
飛
行
機
か
ら
降
り
て
最
初
に
気

付
い
た
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
と
て

も
暑
い
！
と
い
う
こ
と
で
す
。
２
０

０
８
年
の
、
日
本
に
来
て
の
初
め
て

の
夏
を
思
い
起
こ
さ
せ
ま
し
た
。
湿

気
は
猛
烈
で
、
屋
外
で
活
動
す
る
と

す
ぐ
に
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
う

一
つ
気
付
い
た
こ
と
は
、
空
港
か
ら

ホ
テ
ル
ま
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
た
と

き
、
多
く
の
人
々
は
ス
ク
ー
タ
ー
に

乗
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
あ
と
で
わ

か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
車
の
税
金
が

個
人
で
持
つ
に
は
高
す
ぎ
る
、
と
い

う
理
由
が
あ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

交
通
ル
ー
ル
は
か
な
り
ル
ー
ズ
で
、

怖
い
思
い
を
し
ま
す
。
車
や
バ
ス
と

ス
ク
ー
タ
ー
の
距
離
が
と
て
も
近
い

し
、
た
と
え
対
向
車
が
迫
っ
て
き
て

い
て
も
、
追
い
越
し
た
り
す
る
ん
で

す
。

　

私
た
ち
は
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
旅
行

を
ス
タ
ー
ト
し
、
ハ
ノ
イ
ま
で
、
多

く
は
バ
ス
を
使
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

国
を
縦
断
し
ま
し
た
。
い
つ
も
と
て

も
快
適
な
旅
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
番
ひ
ど
か
っ
た
の
は
14

時
間
以
上
も
夜
行
バ
ス
に
乗
っ
た
こ

と
で
す
。
で
も
そ
れ
は
、
ホ
ー
チ
ミ

ン
か
ら
ハ
ノ
イ
ま
で
で
、
自
分
た
ち

が
気
に
入
っ
た
と
こ
ろ
や
見
に
行
き

た
い
場
所
で
乗
り
降
り
で
き
る
、
と

い
う
バ
ス
な
の
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
を

縦
断
す
る
ル
ー
ト
は
何
年
も
前
か
ら

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
た
ち
に
と
て
も
人

気
が
あ
り
、
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
旅
行
で
一
番
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
が
、
ハ
ロ
ン
湾
ま
で
の
一

泊
旅
行
で
す
。
巨
大
な
石
灰
岩
の

島
々
が
湾
中
の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
写

真
を
見
て
以
来
、
ず
っ
と
行
っ
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

は
船
で
い
ろ
い
ろ
な
岩
の
近
く
ま
で

行
っ
た
り
、
島
の
中
に
あ
る
荘
厳
な

洞
窟
を
訪
れ
た
り
、
カ
ヤ
ッ
ク
に

乗
っ
た
り
水
中
を
泳
い
だ
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
太
陽
が
島
の
後

ろ
に
沈
ん
で
い
く
の
を
ボ
ー
ト
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
す
ば

ら
し
い
経
験
で
し
た
。

　

日
本
に
戻
っ
て
き
た
と
き
、
今
年

の
夏
の
暑
さ
が
来
る
の
が
お
そ
く
て

よ
か
っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
。
じ
め

じ
め
し
た
暑
さ
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
こ

と
は
よ
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
今
年

日
本
の
夏
が
寒
か
っ
た
ら
嫌
だ
な
ぁ

と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

只
見
町
内
の
み
な
さ
ん
は
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
。

（
訳
・
只
見
中
・
福
地
）

ヴィッキーの

にっぽん紀行
Vol.18

■Victoria・Potter

　・1980年生まれ。英国ノーリッチ出身。
　・2008年8月から町英語指導助手。

ヴィクトリア　　　  ポッター
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と
っ
て
お
き
の
話

191

森
林
総
合
研
究
所
　
吉
村
　
真
由
美

　

只
見
地
域
は
渓
流
釣
り
の
メ
ッ
カ

の
一
つ
で
す
。
豊
か
な
森
の
渓
流
に

は
り
っ
ぱ
な
魚
が
た
く
さ
ん
い
る
と

期
待
し
て
、
毎
年
多
く
の
釣
り
人
が

渓
流
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

釣
り
人
の
動
向
を
遊
漁
券
購
入
者

数
な
ど
を
基
に
調
べ
て
み
ま
し
た
。

バ
ブ
ル
全
盛
期
の
頃
の
渓
流
は
ア
ユ

釣
り
の
人
々
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

ア
ユ
釣
り
が
下
火
に
な
る
と
ア
ユ
以

外
の
渓
流
釣
り
（
イ
ワ
ナ
・
ヤ
マ
メ
）

が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

釣
り
人
の
数
は
ピ
ー
ク
時
よ
り
か

な
り
減
っ
て
い
ま
す
。
釣
り
人
数

の
減
少
に
伴
い
、
稚
魚
の
放
流
量

も
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
て
か
な
り
減

り
ま
し
た
。
現
在
の
只
見
地
区
で

の
放
流
は
、
ほ
と
ん
ど
が
田
子
倉

湖
に
代
表
さ
れ
る
ダ
ム
湖
で
行
わ

れ
て
お
り
、
渓
流
で
は
わ
ず
か
し

か
放
流
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
以
前

は
栃
木
県
・
群
馬
県
・
千
葉
県
な

ど
県
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
釣
り
人

が
来
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
半

数
以
上
（
ダ
ム
湖
で
釣
り
を
さ
れ

る
方
は
約
4
分
の
3
）
は
福
島
県

内
か
ら
の
釣
り
人
で
す
。
そ
し
て
、

只
見
町
在
住
の
釣
り
人
は
少
な
い
と

い
う
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

只
見
町
の
方
々
に
好
ん
で
釣
る
魚

種
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、イ
ワ
ナ
・

ヤ
マ
メ
・
ウ
グ
イ
の
順
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
釣
り
は
食
材
を
得
る

た
め
で
は
な
く
楽
し
み
の
た
め
」
と

い
う
方
が
多
い
と
い
う
結
果
を
得
ま

し
た
。
只
見
で
渓
流
釣
り
を
楽
し
む

人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
只
見
町
以
外
の

方
で
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
は
地
元
の

人
以
上
に
楽
し
み
（
文
化
サ
ー
ビ

ス
）
の
た
め
に
釣
り
を
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、「
副
食
と

し
て
の
渓
流
魚
は
家
族
が
釣
っ
た
も

の
だ
け
」
と
い
う
世
帯
が
半
数
程
度

い
る
こ
と
が
分
か
り
、
釣
り
は
楽
し

み
で
は
あ
る
が
最
終
的
に
食
材
（
供

給
サ
ー
ビ
ス
）
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
釣
り
を
す
る
23
世
帯
の
う
ち

17
世
帯
は
魚
が
釣
れ
な
く
な
っ
た
と

感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
分
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
17
世
帯
の
う
ち

8
世
帯
は
、
区
外
か
ら
の
遊
漁
者
に

よ
る
乱
獲
で
渓
流
魚（
特
に
イ
ワ
ナ
・

ウ
グ
イ
）
が
減
っ
た
と
感
じ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
昔
は
ど
こ
で
も
た
く
さ

ん
釣
れ
た
そ
う
で
す
が
、
本
当
に
魚

は
減
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を

只
見
町
の
渓
流
で
調
査
し
ま
し
た
。

魚
類
の
種
類
数
が
多
か
っ
た
の
は
小

白
沢
・
大
滝
沢
・
布
沢
川
・
田
沢
川

で
し
た
が
、
イ
ワ
ナ
し
か
い
な
い
渓

流
も
あ
り
ま
し
た
。
水
生
昆
虫
の
個

体
数
は
多
く
て
も
、
魚
の
種
類
数
や

個
体
数
が
少
な
い
渓
流
が
あ
り
、
餌

不
足
の
た
め
に
魚
の
種
類
数
や
個
体

数
が
少
な
い
の
で
は
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
老
齢
の
広
葉

樹
林
面
積
の
広
い
流
域
ほ
ど
魚
類
の

個
体
数
・
種
類
数
が
少
な
い
と
い
う

私
た
ち
の
期
待
と
は
逆
の
結
果
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
小
白
沢
・

大
滝
沢
・
布
沢
川
・
田
沢
川
で
は
イ

ワ
ナ
の
個
体
数
も
比
較
的
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
全
国
平
均
と
比
べ
る
と

か
な
り
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。
放
流
稚
魚
の
数
と
遊
漁

者
数
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
流

域
の
老
齢
の
広
葉
樹
林
面
積
が
広
い

と
、
イ
ワ
ナ
の
個
体
数
が
減
る
と
い

う
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、

面
積
が
広
い
と
、
大
き
な
イ
ワ
ナ
が

生
息
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
分
か

り
ま
し
た
。
老
齢
の
広
葉
樹
林
面
積

が
広
い
流
域
で
は
、
大
き
い
淵
が
存

在
す
る
な
ど
渓
流
環
境
が
多
様
に
な

る
の
で
、
大
き
な
イ
ワ
ナ
が
釣
ら
れ

ず
生
き
残
れ
る
空
間
も
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
広
い
流
域

で
あ
る
が
故
に
、
多
く
の
釣
り
人
が

期
待
を
も
っ
て
入
っ
て
く
る
た
め
、

適
度
な
大
き
さ
の
イ
ワ
ナ
が
た
く
さ

ん
釣
ら
れ
、
個
体
数
が
減
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

豊
か
な
森
は
確
か
に
生
き
物
を
豊

か
に
育
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

森
が
育
ん
だ
豊
か
な
恵
み
を
釣
り
人

が
片
っ
端
か
ら
搾
取
し
て
い
っ
た
の

で
は
、
森
の
恵
み
は
や
が
て
尽
き
、

享
受
で
き
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。人
・

鳥
・
獣
な
ど
の
捕
獲
圧
の
適
度
な
管

理
が
豊
か
な
森
の
恵
み
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

只
見
の
森
の
恵
み
・
渓
流
魚
と
釣
り
人

只見学

▲豊かな森は渓流の生き物を豊かに育んでいます

▲蒲生川に生息していたイワナ
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
四
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

五
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

隆
　
堂

痛
む
肘
に
浮
く
葉
を
寄
せ
て
菖
蒲
の
湯

百
千
鳥
峠
は
ダ
ム
を
眼
下
に
す

邦
　
夫

國
語
辞
典
い
よ
い
よ
古
び
春
惜
し
む

土
蔵
よ
り
種
署
出
し
て
日
に
当
て
り

康
　
女

山
静
か
に
桜
花
芽
の
ま
だ
固
し

算
盤
の
玉
の
か
が
や
き
春
灯

リ
ウ
コ

ク
ロ
ッ
カ
ス
い
ち
早
く
咲
き
風
硬
し

春
雷
や
山
野
一
夜
に
雪
世
界

都
　

春
空
へ
ま
っ
す
ぐ
届
く
寺
の
鐘

花
冷
え
や
カ
サ
か
ざ
し
ゆ
き
ラ
ン
ド
セ
ル

一
　
穂

梅
ほ
つ
ほ
つ
朝
よ
り
雪
の
飛
び
荒
れ
て

遠
く
よ
り
水
の
輝
く
春
の
川

洋
　
子

花
筏
一
線
引
き
て
船
の
行
く

雪
色
の
ま
ま
立
ち
上
が
り
水
芭
蕉

敦
　
子

ク
ロ
ッ
カ
ス
の
花
す
っ
ぽ
り
と
春
の
雪

雪
消
え
し
玉
葱
畑
青
々
と

礼
　

柳
萌
ゆ
小
枝
の
よ
う
な
竿
を
垂
れ

新
に
し
ん
今
宵
は
母
を
語
り
合
お
う

修
　
一

雪
解
や
曲
が
り
し
葱
も
天
を
指
す

鷹
一
羽
ひ
と
つ
は
ば
た
き
川
渡
る一

　
灯

春
炬
燵
ま
だ
ま
だ
仕
舞
う
気
に
な
れ
ず

春
の
雲
隣
の
じ
さ
ま
笑
っ
た
よ

又
壱
歩

餌
あ
さ
る
小
鳥
雪
間
を
飛
び
交
え
り

退
院
の
妻
に
ほ
こ
ろ
ぶ
桜
か
な

邦
　
男

看
護
婦
の
タ
イ
の
衣
掌
や
雪
の
果

遺
さ
れ
し
物
ふ
と
こ
ろ
に
青
き
踏
む

吉
　
児

拍
手
の
千ち

ぎ木
に
こ
だ
ま
や
伊
勢
参

玉
砂
利
を
踏
む
九
十
二
翁
風
薫
る恒

　
夫

早さ
わ
ら
び蕨
の
灰あ

く汁
の
抜
け
た
る
頃
合
い
に

蛇
の
殻
手
斧
削
り
の
太
柱

皆
川
　
恒
子

朝
早
き
土
手
を
前
の
み
見
つ
め
つ
つ
急
ぎ
足
に
行
く
人
と
ま
た
会
ふ

吉
津
　
政
枝

こ
の
春
の
花
見
は
寒
く
コ
ー
ト
着
て
だ
ん
ご
食
み
つ
つ
車
中
で
眺
む

古
川
　
英
子

隣
家
の
合
格
せ
し
と
ふ
少
年
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
惜
し
気
な
く
切
る

五
十
嵐
英
子

施
設
よ
り
外
泊
さ
せ
て
妹
は
短
歌
の
集
ひ
の
友
ら
と
会
は
す

馬
場
　
八
智

糖
尿
と
医
師
に
告
げ
ら
れ
老
い
し
身
に
食
む
事
の
み
の
楽
し
み
消
ゆ
る

渡
部
ゆ
き
子

喜
寿
を
祝
ぐ
同
級
会
の
少
な
く
て
病
め
る
友
ら
や
物
故
者
数
ふ

五
十
嵐
夏
美

芽
吹
き
来
し
柳
に
朝
日
ふ
り
注
ぐ
山
峡
の
道
子
と
通
院
す

目
黒
　
富
子

切
干
し
を
広
げ
し
莚
の
温
も
り
に
し
ば
し
座
れ
ば
人
が
寄
り
来
る齊

藤
ち
ひ
ろ

人
住
ま
ぬ
隣
家
の
庭
も
春
と
な
り
梅
の
古
木
に
白
き
花
咲
く

渡
部
ヨ
リ
子

突
然
に
天
候
変
り
満
開
の
桜
の
花
を
吹
雪
は
覆
ふ

新
国
　
洋
子

窓
近
く
梯
子
を
か
け
て
娘
ら
は
お
ぼ
つ
か
な
げ
に
冬
垣
外
す

（
出
詠
順
）
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平
成
23
年
度
只
見
町
職
員
（
作
業

療
法
士
、
理
学
療
法
士
）
採
用
候
補

者
試
験
を
行
い
ま
す
。

一
、
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

作
業
療
法
士
又
は
理
学
療
法
士

1
名
程
度

二
、
受
験
資
格

　

資
格
免
許
を
有
す
る
者
、
又
は

平
成
23
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
者
。
住
所
、
年
齢
は
不
問
。

三
、
試
験
の
方
法

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

▽
書
類
審
査

▽
作
文
試
験

▽
面
接
試
験

四
、
試
験
の
期
日
・
会
場

▽
期
日　

申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

　
　
　
（
10
月
初
旬
頃
の
予
定
）

▽
会
場　

只
見
町
役
場
（
福
島
県

　
　
　

南
会
津
郡
只
見
町
大
字

　
　
　

只
見
字
雨
堤
１
０
３
９
）

五
、
給
与
等

　

初
任
給
は
、
本
町
の
給
料
表
に

よ
る
が
、
こ
の
ほ
か
扶
養
手
当
、

通
勤
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
期

末
手
当
、
勤
勉
手
当
な
ど
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

六
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

▽
申
込
用
紙
の
請
求

　

申
込
用
紙
は
役
場
総
務
企
画
課

又
は
朝
日
、
明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

で
交
付
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
な
書
類
を
添
え

て
役
場
総
務
企
画
課
又
は
朝
日
、

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は

返
信
用
封
筒
を
同
封
す
る
こ
と
）

▽
受
付
期
間

　

平
成
22
年
5
月
24
日
か
ら
8
月

27
日
ま
で
。（
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、

8
月
25
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も

の
に
限
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

総
務
企
画
課
総
務
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
０
５
０

　

福
島
県
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
験
を
希
望

さ
れ
る
方
は
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
験
資
格

【
大
学
卒
程
度
】

①
昭
和
56
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
元

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
元
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平

成
23
年
3
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
者

【
高
校
卒
程
度
】

　

平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

【
警
察
官
Ａ
】

　

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ

で
大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
平
成

23
年
3
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
者

【
警
察
官
Ｂ
】

　

昭
和
52
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者
で
警
察
官

Ａ
の
受
験
資
格
を
有
し
な
い
者

【
市
町
村
立
学
校
栄
養
職
員
】

　

昭
和
58
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
3

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者
で
栄
養
士

の
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は
取
得
見

込
み
の
者

【
市
町
村
立
学
校
事
務
職
員
（
高
校

卒
程
度
）】

　

平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

●
試
験
内
容
（
予
定
）

【
第
1
次
試
験
】

　

教
養
（
多
枝
選
択
式
）・
専
門
（
多

枝
選
択
式
）・
専
門
（
実
技
）・
論
文
・

作
文
・
事
務
適
性

【
第
2
次
試
験
】

　

集
団
討
論
・
個
別
面
接
・
適
性
検

査
・
体
力
検
査
・
身
体
検
査
（
測
定
・

持
参
方
式
）

▼
問
い
合
わ
せ

人
事
委
員
会
事
務
局
採
用
給
与
課

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
０

今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税

REC
RU

ITM
EN

T

募

集

平
成
22
年
度

福
島
県
職
員
等
採
用
試
験

只
見
町
職
員（
作
業
療

法
士
、
理
学
療
法
士
）

採
用
候
補
者
試
験

６
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
1
期
）

●
水
道
使
用
料
（
1
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
6
月
分
）

馬ば

ば場　
　

悠ゆ
う

く
ん（
黒
谷
）

梁や
な
と
り取　

瑠る

な奈
さ
ん（
黒
谷
）

山や
ま
う
ち内
ひ
か
り
さ
ん（
梁
取
）

宇う

の野　

日ひ
な
た陽

さ
ん（
小
林
）

河か
わ
ら
だ

原
田
茜あ
か
ね音

さ
ん（
大
倉
）

渡わ
た
な
べ部　

悠ゆ
あ
ん行

く
ん（
黒
谷
）

横よ
こ
や
ま山　

晃こ
う
た汰

く
ん（
楢
戸
）

虫歯のない子

5
月
18
日

三
歳
児
健
診
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明和地区センター

図書室☎ 86-2111

●
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
て
ら

れ
て
い
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
助
け
る
た
め
に
、
児
童
の
母
や

母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
父
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
て
も
、
父
の

心
身
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
場
合
に

は
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
受
給
資
格
者
】

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
3

月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
（
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
と
き
は
20
歳
未
満
）
児
童

を
監
護
し
て
い
る
母
又
は
母
に
か
わ
っ

て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

①
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
く
）

③
父
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
が
引
き
続
き
1
年
以
上
遺
棄
し

て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
1
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ

た
児
童
（
未
婚
の
母
の
子
）

⑧
孤
児
な
ど
で
、
父
母
が
い
る
の
か

否
か
不
明
の
児
童

【
手
当
の
額
】

▽
全
部
支
給　

４
１
，
７
２
０
円

▽
一
部
支
給　

９
，
８
５
０
円
～

　
　
　
　
　

４
１
，
７
１
０
円

※
一
部
支
給
は
所
得
に
応
じ
て
、

10
円
単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
制
限
】

　

受
給
資
格
者
及
び
そ
の
生
計
を
同

じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
等
の
前
年
の

所
得
が
限
度
額
以
上
あ
る
場
合
は
、

手
当
の
全
部
又
は
一
部
が
支
給
停
止

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
平
成
20
年
4
月

よ
り
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
か
ら

5
年
を
経
過
す
る
な
ど
の
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
期
間
が
満
了
す
る

月
の
2
ヵ
月
前
に
町
か
ら
「
重
要
な

お
知
ら
せ
」
な
ど
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
同
様
に
手
当
て
を
受
給
す

る
た
め
に
は
、
関
係
書
類
を
期
限
ま

で
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
又
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

児
童
を
監
護
又
は
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
受
給
資
格
者
】

　

身
体
又
は
精
神
に
中
度
又
は
重
度

の
障
が
い
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

又
は
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
。

　

申
請
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課
福
祉
班

　

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
７
０
１
０

６日　観光まちづくり協会定時社員総会
７日　南会津地方町村会総会
８日　国道252号六十里越雪わり街道「只見－魚沼間」再開

通記念イベント
10日　福島県林業協会監事会
11日　福島県水道協会定期総会
12日　定例庁議、JA会津みなみ本店総務部長来庁
13日   企業訪問活動のため群馬県他出張
14日　会津ただみ振興公社取締役会
16日　ただみ・ブナと川のミュージアム再オープン記念事業加賀美

幸子アナウンサー朗読＆講演会
17日　南会津防犯協会連合会総会、南会津地方緑化推進委

員会総会、会津総合開発協議会南会津地方部会総会、
極上の会津プロジェクト協議会総会、消防ポンプ操
法大会選手結団式

19日　全国治水砂防協会通常総会、ダム・発電市町村活性
化実現大会定例総会

20日　「全国森林環境税創設」総決起大会及び定例総会、道
路整備促進期成同盟会全国協議会通常総会、安全安
心の道づくりを求める全国大会、福島県選出国会議
員要望活動

21日　福島県総務部村田部長来庁
24日　奥会津五町村活性化協議会第１回定期総会、只見川

電源流域振興協議会定期総会
２5日　地域連携室との意見交換会、湯ら里株主総会、南会

津地方町村議会議長会との懇親会
２6日　福島県町村会定期総会、福島県鉄道活性化対策協議

会総会
２7日　福島県林業公社通常総会
２8日　只見小学校体育館起工式、会津縦貫南道路整備促進

期成同盟会役員会及び総会
２9日　会津みなみ農業協同組合通常総代会、只見OZONE 

CAMP
30日　水の郷ウォークin梁取
31日　社会福祉法人南会津会評議員会及び理事会、南会津

地方広域市町村圏組合管理者事務引き継ぎ

町 長 室 日 誌
〈　5　月　分　〉

平成22年度
財団法人会津若松文化振興財団 事業紹介

【問い合わせ】
會津風雅堂　☎0242－27－0900

開　催　日　時 事　業　名 会　場

7月2日（金）
　①10：00～
   ②13：30～

中学生芸術鑑賞教室
劇団ポプラ
ミュージカル

「 火垂るの墓 」

會津風雅堂

内　容

短編戦争文学作品「火垂るの墓」（著者：野坂昭如・直木賞
受賞）初のミュージカル化。遊び興じることもできずに戦
争の悲運を背負わされ、命を寄せ合う兄妹ふたりの物語。
原作：野坂昭如、演出：木島恭（「はだしのゲン」で東京都
優秀児童演劇賞受賞）

開　催　日　時 事　業　名 会　場

8月25日（水）
　18：30～

仙台フィルハーモ
ニー管弦楽団演奏会

會津風雅堂

内　容

日本交響楽振興財団による東北地区巡回企画公演の一環と
して競輪の補助を受けて開催するオーケストラ公演。
指揮：本名徹次（郡山市出身）、ソリスト・演奏曲目は調整中。

各
種
扶
養
手
当
の
支
給
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人のうごき

あ
と
が
き

▽
6
月
に
入
り
、
田
植
え
作
業
も
ひ
と

段
落
、
稲
の
苗
が
き
れ
い
に
並
ん
だ
田

ん
ぼ
に
は
澄
ん
だ
水
が
張
ら
れ
緑
豊
か

な
辺
り
の
山
々
を
映
し
だ
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
春
の
田
園
風
景
を
眺
め
て

い
る
と
、
何
と
な
く
気
持
ち
が
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
て
き
ま
す
。
▽
こ
の
、
普
段
見

慣
れ
て
い
る
田
ん
ぼ
の
こ
と
に
つ
い
て

調
べ
る
イ
ベ
ン
ト
が
梁
取
地
区
で
行
わ

れ
地
元
の
小
学
生
な
ど
が
、
カ
エ
ル
や

ド
ジ
ョ
ウ
、
フ
ナ
、
ヤ
ゴ
な
ど
を
網
で

捕
ま
え
、米
を
収
穫
す
る
だ
け
で
な
い
、

生
き
物
が
生
息
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
環
境
も
維
持
し
て
い
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
田
ん
ぼ
っ
て
凄
い
で
す
ね
。

町民の消息

平成22年5月1日現在
人　口　　  ４，９７１（+ ２）
　男　　  　２，３６６（+ １）
　女　　  　２，６０５（+ １）
世帯数　  　１，８８２（+ ５）

高齢化率　　４１．7％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　24　転出　19　出生　4　死亡　7

明和地区センター

図書室☎ 86-2111

沖方丁／著（角川書店）
　福島市在住の著者による、
第7回本屋大賞受賞作。四代
将軍家綱の時代に、日本初
の国産暦を作成し実に823
年振りに改暦を実現させた
渋川春海の半生。保科正之、
水戸光圀、関孝和などそう
そうたる時代の申し子たち
に囲まれ、一途に仕事を愛
し、数々の挫折を乗り越え、
歴史に残る偉業を成し遂げ
るまでを、軽やかにそして
爽やかに描ききった歴史エ
ンタテインメント。

★天地明察

国文太一・ケンタロウ／著（M.Co.）
　ご存知TOKIOのメンバー
国文太一と料理研究家ケン
タロウのレシピ本ができま
した。肉多目でガッツリ系
のメニューが中心なところ
はいかにも「男子」ですが、
おしゃれな写真とかわいら
しい2人の掛け合いが、従来
の「男の料理」というイメー
ジにはない仕上がり。タレン
ト本というところを差し引い
ても美味しそうで楽しそう
で一見の価値あり！です。

★太一×ケンタロウ 男子ごはんの本

まちづくり推進員
渡部　敦子

★図書室に関する要望や購入図書の希望など、　
　お気軽にお寄せください。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、届出の
　ときにその旨をお伝えください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

（5月₁日〜5月31日届出分・敬称略）

■お誕生おめでとうございます
五十嵐　千

ち ひ ろ

紘（男／和　弘・佳　子）　只　見
■ご結婚おめでとうございます

只　見　二 階 堂 陽 介  ♡ 三春町　佐 久 間 聡 美
南会津町　酒 井 　 俊 介  ♡ 只　見　目 黒 　 寿 美
大　倉　佐 藤 　 政 利  ♡ 小　林　渡 會 　 千 恵
■おくやみ申し上げます

藤　田　ノブヱ 　　　98才　　　　只　　見
梅　宮　豊　次 　　　90才　　　　楢　　戸
渡　部　新　吉 　　　79才　　　　長　　浜
小　林　義　弘　　　79才　　　　黒　　谷
渡　部　政　守　　　65才　　　　黒　　谷
増　田　タ　ネ　　　84才　　　　小　　川
目　黒　和　弘　　　51才　　　　福　　井
三　瓶　徳　夫　　　83才　　　　大　　倉
星　　　キチエ　　　85才　　　　福　　井
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▪ 発行／只見町役場総務企画課　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
▪ 編集／広報編集委員会　http://www.tadami.gr.jp/　☎0241（82）5210

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

6
月●

13
日
（
日
）「
会
津
朝
日
岳
山
開
き
」

●
19
日
（
土
）

「
１
０
０
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in

　
　
　
　
　
　
　

 　
　

只
見
（
只
見
川
公
園
）」

●
20
日
（
日
）「
只
見
湖
岸
健
康
マ
ラ
ソ
ン
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
」

●
2７
日
（
日
）「
浅
草
岳
山
開
き
」

7
月●

1７
日
（
土
）
～
19
日
（
祝
）

　
　
　
　
　
　

   

「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行
」

●
1７
日
（
土
）  「
伊
南
川
ア
ユ
釣
り
解
禁
」

●
24
・
25
日
（
土
・
日
）

　
　
　
　
　
　   

「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行
」

●
31
・
8
月
1
日
（
土
・
日
）

　
　
　
　
　
　   

「
水
の
郷
ま
つ
り
（
只
見
川
公
園
）」  

　
　
　
　
　
　   

「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行
」

8
月●

７
・
８
日
（
土
・
日
）

　
　
　
　
　
　   

「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行
」

▼
毎
週
日
曜
日
、
朝
８
時
半
よ
り
、
ひ
ん
の
め
え

市
を
開
催
中
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
出
品
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

一
般
社
団
法
人

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
５
０

営
業
時
間 

午
前
８
時
半
～
午
後
６
時
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アカショウビン
　田植えが終わるころから「キョロ

ロロロ」というさえずりが聞こえは

じめます。

　6月～ 9月に東南アジアから只見

に渡ってきて営巣するアカショウビ

ンです。

　只見の方言では鳴き声を馬にたと

えて駒鳥（コマドリ）といいます。

℡0241(72)8355

撮影／村岡豊
　  ブナセンター講座

 第3回　6月19日（土）　「木工クラフト教室」　
 第4回　6月26日（土）　坪田和人さん講演「只見のブナの魅力」
 第5回　7月 ４ 日（日）　「ストーンアート教室」
 第6回　7月17日（土）　「ホタル観察会」
 第7回　8月 5 日（木）　「昆虫採集教室」講師：今井初太郎さん／対象：小学校高学年～
 第8回　8月 8 日（日）　「恵みの森・親子自然教室」／講師：鈴木和次郎さん

【特別企画展】
昆虫標本展 ７月21（水）～9月17日（金）


